
このシンポジウムは、九州大学・世界トップレベル研究者招へいプログラム（Progress100：人社系学際融合リサーチハブ形成型）の
一環として開催するものです。

主催：九州大学・人文科学研究院

Hasedera engi emaki, scroll I, section 12. Muromachi period. Handscroll, ink and colors on paper. 
H 30.8 cm. Margaret E. Fuller Purchase Fund. Gift to a City: 
Masterworks from the Eugene Fuller Memorial Collection in the Seattle Art Museum.

シベ族の農民一家（1991年撮影）

朝鮮版『聯珠詩格』（国会図書館蔵）

アジアにおける人の移動と人文学的変容
人文科学研究院 国際シンポジウム

九州大学伊都キャンパス完成記念行事

New Terrains in Asian Humanities

九州大学伊都キャンパス 伊都ゲストハウス・多目的ホール場所

2018年9月21日（金）-22日（土）

hitonoidou@gmail.com（会場の都合で、御希望に添えない場合があります。）参加申込・お問合せ先

参加無料



開催趣旨

お車でお越しの皆様へ　
一時入構に際しては入構料（300円）をいただいております。
ビッグオレンジ前もしくは南ゲート（北側）にある守衛所にて、所定の手続きをお願いします。

アジアにおける人の移動と人文学的変容
人文科学研究院 国際シンポジウム
九州大学伊都キャンパス完成記念行事

New Terrains in Asian Humanities
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人文学の視点から、移動のもたらす変容を捉え直すことが、本シンポジウムの目的である。グロー
バル化した地球社会にあって、人の移動は、移民、難民など、さまざまな社会的要因を背景に、
ますます常態化している。その中にあって、人文学の中心領域である歴史・文化、言語・文学の
諸分野の視点から、移動のもたらす変容の実態を解明し、全体像を示すことが、本シンポジウム
の目的である。歴史・言語・文化など種々の視点から移動を総合的に見ることにより、学際的な
学術領域を創出する機会とする。

Registration
開会挨拶　佐伯弘次・人文科学研究院長
Section I　「シベ語・満洲語から見た人の移動と人文学的変容」
Lunch break
Section II　「移ろえど変わらぬ和漢古典の魅力」

Gather for introductions and refreshments
Welcome and Comments
Section III　Life Chances Revisited: LGBTIQ in Contemporary Japan
Section IV　Mapping Movement in Medieval Japan
Lunch break
Section V　Creating and Contesting Sacred Heritage in Asia
閉会挨拶　清水和裕・人文科学研究院副研究院長

09：30
10：00

10：15-12：00
12：00-13：00
13：00-17：00

8：45
9：00

09：15-10：55
11：10-12：50
12：50-14：10
14：15-16：55

17：00

*プログラムの詳細は、人文科学研究院のホームページを御覧ください：  http://www2.lit.kyushu-u.ac.jp

*

September 22 (Saturday)
NEW TERRAINS IN ASIAN HUMANITIES

September 21 (Friday)

伊都ゲストハウス・
多目的ホール

プログラム


